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寄
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著
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プ
リ
シ
ス
}
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S
待
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王
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主
在
、
そ
の
副
闘
が
示
す
よ
う
に
、
担
羅
新
か
ら
第
二
女
世
界
大
殿

前
夜
に
至
る
ま
で
の
日
木
経
済
の
成
長
と
槽
造
岡
田
化
を
、
ロ
ス
ト
ウ
琉
の

*
 

担
論
と
方
法
を
以
て
解
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
全
篇
十
章
和
ら
成
る
。

山
平
岩
君
'
p
s
p司

UE-pnpo日
間
切
。
時
間

008目
5
0
3
1
M
t
-

第
一
章
「
近
代
産
業
組
織
の
建
設
1
1明
治
時
代
L

、
第
三
章
「
日
本

偶
蹄
の
鑓
濯
」
に
お
い
て
、
託
代
日
本
に
な
じ
み
の
浅
い
藤
君
の
た
め
に
、

堀

江

保

職

歴
史
的
な
出
来
事
を
綴
っ
て
、
こ
の
時
期
り
経
済
援
畏
宇
一
概
開
削
し
た
並
有
者

は
、
第
三
章
「
評
筒
成
長
の
規
模
」
に
お
い
て
、
百
六
組
湾
か
近
代
化
し

た
事
貿
を
、
資
源
産
業
、
工
業
、
サ
ー
グ
ィ
ス
産
業
、
関
民
所
得
、
消
費

水
準
な
ど
あ
ら
ゆ
る
国
に
わ
た
っ
て
、
統
計
的
に
慢
詮
す
る
。
そ
の
要
黙

は
『
西
洋
的
な
附
着
物
を
持
っ
た
愚
民
的
工
業
社
曾
で
あ
っ
た
日
本
は
、

そ
こ
か
ら
院
し
て
、
今
中
農
民
酌
ヌ
禁
制
度
と
封
建
的
形
式
の
時
間
津
守
拾

っ
近
代
的
産
業
祉
曾
と
し
て
出
現
し
つ
つ
あ
っ
た
』
(
七
九
頁
)
と
い
う

に
あ
り
、

L
か
も
、
そ
の
近
代
伯
は
、
成
熟
度
E
生
産
力
に
お
い
て
欧
米

諸
圏
に
は
及
ば
な
い
に
し
て
も
、
ア
ジ
ア
の
隣
高
諸
国
と
は
比
較
宇
絡
す

る
も
の
あ
り
、
要
寸
る
に
日
木
は
中
耕
(
自
己
旬
。

E)
に
立
っ
て
い
た
と



L
て
い
る
。
木
書
の
主
題
の
金
石
棋
は
陸
、
主
草
で
奥
え
ら
れ
て
い
る
が
、

著
者
は
こ
れ
だ
け
で
は
満
足
L
な
い
。
著
者
四
く
『
産
史
家
の
仕
事
は
、

第
一
・
二
章
で
誼
ベ
た
よ
う
な
出
来
事
の
物
語
の
下
を
探
索
し
、
お
よ
び

第
三
章
で
並
べ
た
よ
う
た
都
計
的
詮
左
を
越
え
て
そ
こ
に
働
い
て
い
る
諸

力
を
接
見
す
る
に
あ
る
』
(
↓

E
一
頁
)
と
。
か
く
て
著
者
は
第
四
章
「
技

術
」
に
お
い
て
、
人
口
の
増
加
、
生
産
技
術
の
務
化
、
市
場
の
蹟
大
、
産
指
干

の
新
制
FA刷
な
ど
、
商
い
煮
味
で
の
技
術
的
箆
化
と
の
闘
係
に
お
い
て
、
生

産
力
の
長
期
的
設
展
を
考
察
す
令
。
第
五
章
「
資
木
」
は
、
費
水
蓄
積
む

進
行
と
経
済
的
進
歩
と
の
関
係
を
、
賢
質
資
本
の
成
長
、
貯
蓄
と
資
木
、

捜
資
正
鰹
済
的
進
歩
の
一
一
一
項
目
に
分
っ
て
述
べ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
お
い

て
も
、
著
者
口
、
閣
に
数
量
的
な
外
形
的
な
叙
述
に
終
る
こ
と
な
く
、
貧

乏
な
日
本
関
民
を
し
て
謹
か
に
資
本
蓄
積
を
符
わ
し
め
た
政
治
的
、
社
曾

的
、
思
想
的
荷
要
因
に
ま
で
掘
り
下
げ
て
検
討
し
て
い
る
。

第
六
茸
、
第
七
茸
「
州
内
閣
貿
易
と
経
済
生
長
」
。
(
一
・
一
一
)
に
お
い
て

は
、
百
十
斜
線
演
の
動
態
的
設
展
に
お
い
て
州
内
閣
貿
易
が
占
め
た
地
位
な
い

L
意
中
晴
や
か
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
お
い
て
注
目
す
ベ
奇
は
、
著
岩

が
『
外
関
市
場
へ
の
進
出
川
が
日
一
本
の
近
代
工
業
他
の
原
動
力
で
あ
っ
た
と

い
う
考
え
方
は
文
態
的
現
明
以
外
の
何
物
で
も
な
い
』
(
=
一
O
九
頁
)
と

い
い
、
ま
た
『
臼
木
が
て
業
佑
に
お
い
て
成
功
L
た
の
は
後
れ
た
ア
ジ
ア

の
良
中
に
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
』
(
三
九
九
頁
)
と
述
べ
て
い
る
貼
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
著
者
に
よ
れ
ば
、
な
る
ほ
E
職
出
市
場
と
し
て
の
概
京
の

重
要
枇
は
杏
定
せ
ら
れ
な
い
が
、
日
本
経
済
の
成
長
温
程
に
お
い
て
よ
り

日

本

経

済

O

瑳

民

重
要
な
り
は
、
欧
米
諸
国
と
の
貿
易
で
あ
っ
た
。
問
時
に
著
者
は
、
右
目
一

成
長
過
程
に
お
い
て
演
巳
た
悶
内
市
場
の
役
割
在
、
外
関
貿
易
に
劣
ら
ず

重
要
調
L
で
い
る
の
で
あ
っ
て
、
木
書
の
構
成
l

ド
一
、
第
六
・
L
P
h

章
に
至
っ

て
始
め
て
外
周
貿
易
を
収
土
げ
た
所
以
は
こ
こ
に
あ
る
。

第
八
章
「
勝
也
鐙
伯
1
1
l
需
要
の
新
方
向
」
で
は
、
圏
内
お
よ
び
閤
際

需
要
の
構
訟
の
礎
化
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
、
口
本
料
相
阿
の
工
業
巾
心
化

傾
向
と
、
そ
こ
に
作
用
し
た
諸
力
と
を
検
討
し
、
第
九
章
「
格
治
同
型
化

ー
ー
立
誠
の
利
巴
に
お
い
て
は
、
雇
傭
、
国
民
生
産
お
よ
び
閣
民
所
得

の
橋
、
岩
盤
伯
を
考
究
し
亡
い
る
。
い
わ
ゆ
ゐ
構
造
時
間
化
と
は
、
目
木
経
済

的
重
心
が
第
一
衣
蓋
業
か
ら
託
代
工
菜
お
よ
び
サ
1
ヴ
ィ
ス
産
業
に
移

り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
経
済
の
全
般
が
均
整
白
と
れ
た
多
角
的
な
快
貨
を
持

つ
に
至
っ
た
と
と
を
指
す
の
で
あ
る
。

最
後
の
館
十
章
「
圏
家
と
極
済
企
業
L

に
お
い
亡
け
、
主
と
し
て
躍
涜

成
長
に
お
け
Z
闘
家
の
筏
割
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
伺
故
こ
の
阿
障
が
最

後
の
章
で
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
か
は
、
著
者
が
『
産
業
革
命
は
生
産
技
術

の
鑓
伯
と
同
じ
〈
祉
曾
的
、
政
治
的
整
備
ぞ
要
求
す
る
』
(
四
九
九
頁
)

と
遁
ベ

τい
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
か
〈
て
著
者
は
、
明

治
維
新
以
後
の
政
府
お
よ
び
政
治
的
指
準
者
の
軍
問
主
義
的
・
官
僚
的
性

格
と
モ
の
極
酒
設
展
に
お
け
る
佼
割
を
論
じ
、
つ
い
守
経
済
政
策
が
私
企

業
の
設
展
を
培
い
侭
産
し
た
事
寅
h
T遁
ベ
、
結
局
、
日
本
の
速
か
た
控
済

的
成
長
に
興
っ
て
力
が
あ
っ
士
の
は
、
官
民
の
協
力
態
勢
で
あ
っ
た
こ
と

者
強
調
し
て
い
る
。

第
七
十
五
巷

i¥. 
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日

本

総

済

白

護

民

二
、
木
書
の
一
特
徴

木
書
を
遇
讃
し
て
拡
が
特
徴
的
だ
k
感
巳
た
二
三
の
鮪
ぞ
列
車
植
し
よ
う

第
一
は
、
統
計
資
料
が
悶
使
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
か
ワ
て
私
は
、

著
者
か
ら
日
本
の
統
計
数
字
の
信
服
性
に
つ
い
て
質
問
を
受
け
て
、
返
答

に
窮
し
た
己
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
統
計
敬
字
に
一
定
の
客
間
的
な
基
準

が
な
く
‘
あ
っ
て
も
誼
鯛
絡
に
乏
し
く
、
従
っ
て
利
用
L
よ
ろ
と
す
早
場

合
に

L
ば
L
ば
困
難
と
不
安
に
出
逢
え

J

か
ら
で
あ
る
。
か
く
亡
た
だ
、
全

般
的
な
阿
国
向
を
知
る
の
に
は
役
立
つ
で
あ
ろ
う
と
答
え
て
置
い
た
の
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
普
宥
は
、
上
越
の
よ
う
な
悶
獄
、
と
不
安
と
に
も
拘
ら
ず
、

統
計
的
資
桝
の
殆
ん
ど
得
ら
れ
な
い
他
の
ア
ジ
ア
諸
閣
に
比
ベ
る
な
ら

ば
、
白
木
の
肝
究
は
は
る
か
に
困
難
が
少
な
い
と
い
い
、
(
第
三
章
)
日

木
の
墜
者
で
も
あ
ま
り
肝
ま
な
い
撒
量
的
な
研
提
官
主
流
に
成
就
し
た
の

で
あ
る
。
こ
の
事
に
劉
L
我
々
は
深
全
敬
意
を
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

第
二
、
し
か

L
前
に
も
述
へ
た
よ
う
に
、
著
者
は
統
計
的
詮
擦
の
鍛
述

だ
け
で
は
満
足
せ
ず
、
ぞ
れ
を
越
え
て
経
済
的
成
長
を
も
た
ら
し
た
諸
力

に
機
討
を
加
え
、
政
治
機
構
、
吐
曾
椅
浩
、
政
治
的
、
経
滅
的
拘
護
者
の

物
の
考
え
方
、
日
本
人
の
生
活
慌
習
に
ま
で
立
入
っ
て
い
る
。
こ
の
窓
味

に
お
い
て
、
ロ
ス
ト
ウ
白
成
長
理
論
お
よ
び
方
法
は
、
著
者
の
日
本
研
究

に
お
い
て
十
分
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
べ
ま
で
あ
ろ
う
。

ロ
ス
ト
ウ
の
研
究
方
法
は
要
す
る
に
、
樫
済
感
長
の
研
究
に
首
っ
て
、

丸
ら
ゆ
る
纏
襖
的
要
因
ば
か
り
で
な
く
、
可
能
な
限
り
、
政
治
的
・
社
曾

第
七
十
五
巻

ー-

7L 

第
四
日
四

的
要
因
を
も
取
上
げ
、
ナ
ベ
で
の
要
困
柑
互
の
作
用
連
闘
の
う
ち
に
終
演

成
長
を
見
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
u

こ
の
方
法
論
に
立
っ
て
、
著
者
は
、

『
維
新
以
後
の
純
嫡
開
設
展
は
主
と

L
て
外
閣
賢
易
と
工
場
制
工
業
の
組
閣

に
限
ら
れ
、
そ
の
思
惑
は
大
部
分
帝
園
主
義
叫
判
長
寸
と
財
閥
の
利
径
と
へ
阻

取
ら
れ
、
そ
れ
以
外
に
は
殆
ん
ど
宣
質
を
持
た
な
か
っ
た
』
と
す
る
油
需

に
挑
戦
し
て
い
る
が
、
(
序
文
)
、
こ
の
貼
は
我
b

目
木
の
塵
者
も
十
分
に

反
省
し
」
再
検
討
を
加
う
べ
き
と
こ
ろ
だ
と
思
う
。

第
三
に
、
本
寄
り
重
要
な
特
色
の
一
つ
は
、
日
本
の
線
描
開
設
震
を
後
進

閣
の
額
商
設
展
の
一
つ
の
型
と
し
て
取
上
げ
、
特
に
ア
ジ
ア
の
後
進
国
は

そ
の
樫
済
開
設
に
首
っ
て
日
本
の
鰹
践
を
生
か
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
鈷
に
あ
る
。
第
二
衣
大
戦
以
後
、
米
園
に
お
け
る
白
木
研
究

に
は
、
己
の
種
目
意
箇
b
k
含
め
た
も
の
が
頗
る
多
い
が
、
木
君
田
は
そ
の
最

も
成
功
的
な
・
も
の
の
一
つ
に
敢
え
ら
れ
よ
う
。
同
時
に
我
々
日
本
人
も
、

貨
に
ア
ジ
ア
諸
園
と
の
協
力
提
携
を
欲
す
る
な
ら
ば
、
か
つ
て
の
日
木
安

京
主
義
の
褒
畏
過
程
に
お
吋
る
ア
ジ
ア
諸
図
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
理
に

帝
国
主
義
、
軍
国
主
義
に
限
る
こ
と
な
〈
、
も
う
少
し
隔
の
闘
い
見
方
を

な
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
ろ
か
臥

以
上
白
川
外
に
主
言
及
す
ベ
キ
多
く
の
貼
が
あ
り
。
批
評
す
べ
き
酷
も
多

〈
あ
ろ
う
が
、
沼
代
日
本
経
済
に
閥
心
そ
持
つ
も
の
は
、
理
論
家
た
る
と

履
史
家
た
る
と
、
は
た
政
策
盛
者
た
る
と
を
問
わ
ず
、
一
讃
し
て
悔
bz
洩

吉
ぬ
書
物
で
あ
る
こ
と
は
、
断
面
一
周
し
て
慨
ら
な
い
。
(
四
三
去
、
三
国
表
、

索
引
と
も
六

0
=
一
頁
、
↓

0
ド
ル
、
フ
リ
Y

ス
rν
大
島
版
、
一
九
五
四

年
十
二
月
議
行
)


